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序

岡谷市は諏訪湖盆地の北西部 にあって、湖北地区は鉢伏山、

高ボッチを背景 に横河川、塚間川が扇状地を形成 しなが ら諏

訪湖 に注ぎます。諏訪湖西側 は湖辺 まで山塊が迫 り、諏訪湖

の出口である釜口水門か ら天竜川が流れ出ています。 このよ

うな自然環境の岡谷 には190箇 所 を越 える遺跡があり、縄文

時代 をはじめ、弥生、古墳、奈良、平安時代など各時代にわ

たって多 くの遺跡が存在することが知 られてお ります。

こうした歴史環境にあって、開発に伴う埋蔵文化財の調査

は、毎年、多 くの調査件数 にのぼり、これ までに貴重な成果

を記録にとどめ、あるいは出土品の保存に努めてまいりまし

た。

さて、本年度の調査件数は20件 を越 え、多 くの成果を得 る

ことができました。 ここに、平成9年 度に実施 した個人住宅

等小規模開発 に伴 う試掘 ・確認発掘調査 の概要をま とめ、

「平成9年 度榎垣外遺跡ほか岡谷市 内遺跡発掘調査報告書

(概報)」 を刊行 しました。埋:蔵文化財の保護 は土地所有者、

事業者等の皆様 の理解 と協力により行われています。発掘調

査で得 られた成果を公開 ・活用することにより、 これまで以

上の理解 と協力が得 られるものと考え、今後 この報告書が多

くのみなさまに活用 され ることを願 ってお ります。

最後にな りましたが、今年度の調査にあた り、深いご理解

とご協力 を頂きました土地所有者 と事業者の皆様に感謝申し

上げます。また、発掘調査に携わっていただいた皆 さんには

炎暑、厳寒の中をご苦労頂きお礼申 し上 げます。

平成10年3月

岡谷市教育委員会

教育長 北 澤 和 男



例 言

1.本 報告書 は、平成9年 度榎垣外遺跡ほか岡谷市内遺跡試掘 ・確認発掘調査の報告書(概 報)

である。

2.事 業は国の平成9年 度国宝重要文化財等保存整備費補助金及び、県の平成9年 度文化財保護

事業補助金を受けた岡谷市教育委員会が実施 した。

3.調 査は、国および県から補助金交付を受 けた岡谷市教育委員会が、平成9年4月16日 から平

成10年3月19日 にかけて実施 した。整理作業は主に12月 ～3月 に行 ったが十分な整理が終了

していないため概要の掲載にとどめてある。

4.出 土遺物、記録図面、写真などの資料は岡谷市教育委員会が保管 している。

5.本 報告書中の原稿執筆は榎垣外遺跡 ・山道端地籍を小坂英文、榎垣外遺跡 ・十王堂地籍 ・下

片間町地籍 を笠原香里が行い、全体の編集 ・作図は事務局で行 った。
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1.平 成9年 度 試 掘 ・確 認 発 掘 調 査 の 概 要

本年度、岡谷市内において周知の遺跡内で農地転用な どの開発行為が計画 ・実施 され、市教育

委員会が対応 した件数は25件 をこえた。 このうち試掘 ・確認発掘調査は23件 、14遺 跡 について調

査を行 った。

榎垣外遺跡では、 これまでも官衙跡に多 く見 られる刀子や墨書土器、円面硯などが出土 してい

る山道端地籍で、平安時代の住居跡が6棟 発見され、2×3間 以上の掘立柱建物跡 も確認された。

特に住居跡か ら出土 した丸靹や須恵器盤、緑粕陶器皿 は律令制度 による地方官衙遺跡の様子を解

明するうえで貴重な発見 となりぐ榎垣外遺跡が諏訪郡衙跡ではないか と推測される資料 をさらに

充実させることができた。

また、同遺跡十王堂地籍か らは___.辺10mを こえる奈良時代住居跡が発見 された。カマ ドも他の

発見例 と比べると大型で、カマ ド内の支脚の上には、土師器甕の底部を伏せた状態で動かないよ

う、土師器の中に粘土 を詰め込んで固定 されていた。カマ ド自体 も一度造 り直されていることが

判 り、火床面が厚 く焼 けていることか ら、長期間にわたって使用 されていたことが窺われる。今

回の調査地点はこれまでに2×13間 以上の長大な掘立柱建物跡 を含 め、規則的に掘立柱建物跡が

配置された状態が確認 されている地点に近いため、官衙跡 との関係が注 目される発見である。

同 じく下片間町地籍では、平成元年に行われた発掘調査で4棟 の掘立柱建物跡が重複 して発見

されており、今回の調査地にこの掘立柱建物跡の柱穴の並びが確認 されることが予想 された。遺

構確認の結果、やはり前回の建物跡の柱穴 と思われるピットが発見 され、建物跡の大 きさを確か

なものにすることができた。 このほかにも縄文時代住居跡や、平安時代住居跡が発見 され、 この

辺 り___.帯は、さらに遺構密度の高 くなることが確認で きた。

調 査 期 間
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2111.6^一12.20

2211.6^一11.14

232.9～3.2

243.16～

遺 跡 名

若宮
榎垣外(山 道端)

能登舟

海戸

阿原神田
五斗畑

出頭

榎垣外(十 王堂)

榎垣外(十 王堂)

梨久保

長塚
東町田中

長塚

東町田中

上向

榎垣外(林 垣外)
上垣外

上垣外

地獄沢

榎垣外(青 木海戸)

榎垣外(下 片間町)
榎垣外(榎 海戸)

横道

西除入

所 在 地

湊 字蔚 久保4668-1

長 地字 山道端2337-1

川岸 中二丁 目2625-1

天 竜町3-5310-1

堀 ノ内 一丁 目9776-17

川 岸上 四丁 目1696-5

川 岸字 出頭30番2外

長 地字十 王堂3608-1

長 地字十 王堂3608-3

長 地字 山の神4440-1

川 岸西一 丁 目3903-1

長 地字 田中街道 下485-1外

川 岸西一 丁 目3804-4

長 地字 田中街道 下483-1

字上 ノ原95番1

長 地東堀2307-2

川岸 中二 丁 目2839-1外

川岸 中二 丁 目2830-1

長地 字夫 婦石6106-2

長地 字青 木海戸3624-3外

長地 字下 片間町2374-1

長地 字榎 海戸4010-1

本 町一丁 目5-12

川岸 上 四丁 目1200-1

調査の原因

駐車場建設
駐車場建設
住宅建設
住宅建設
駐車場建設
住宅建設
住宅建設
宅地建設
共同住宅建設
住宅建設
住宅建設
住宅建設
事務所建設
住宅建設
共同住宅建設
住宅建設
住宅建設
住宅建設
通路拡幅
物置建設
駐車場建設
住宅建設
駐車場及び工
場建設
駐車場建設

主 な遺構

平住6・ 掘立1外

奈良1

縄住1

平住4・ 掘立2外

縄住1

遺構 ・遺物の時代

縄文'

平安

平安

縄文
弥生

縄文

平安

平安
縄文

縄文

弥生

縄文
弥生

縄文

縄文

縄文

縄文 ・平安

縄文

第1表 平成9年 度試掘 ・確認発掘調査一覧表



第1図 試掘 ・確認発掘調査地点(番 号は第1表 の一覧表に同じ)
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2.榎 垣 外 遺 跡 ・山道 端 地 籍

発掘調査の場所 岡谷市長地字山道端2337-1

発掘調査の期間 平成9年4月16日 ～5月23日

調査の原因 駐車場建設

調査面積222.6㎡

発見された遺構 平安時代住居跡6掘 立柱建物跡1

発見された遺物 緑粕陶器杯1緑 粕陶器皿1

灰粕陶器杯2灰 粕陶器皿3丸 靹1

須恵器盤1土 器片 ・石片5箱

第2図 山道端地籍29・33号 住 居跡

榎垣外遺跡は縄文時代か ら

平安時代の遺跡 として知 られ

ているが、近年の発掘調査に

より遺跡の性格をより一層明

確にとらえることができるよ

うに成 りつつある。昭和57年

遺跡の北東に位置する長地中

屋地籍の調査で多数の掘立柱

建物跡群が発見 された。以来

周辺の個人住宅建設な どの小

第3図 山道端地籍29・33号 住居跡(1:60)

第4図 榎垣外遺跡山道端地籍遺構配置図(1:260)
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規模開発に伴 う発掘調査 を行ってきたが、 これらの成果を併せると、長大な建物跡が規則制を持

ちなが ら配置 されていたことが徐々に明 らかになって きている。 また今回の調査地である山道端

地籍などは遺跡の南西端に位置す るが、昭和63年 には一辺10mに も及ぶ大型住居内より円面硯や

刀子、墨書土器が多数発見 され、隣接する柿垣外地籍で も青銅製八花鏡、方鏡、鉄製海老錠が住

居跡より発見 されている。 さらに、直線距離にして100mし か離れていない片問町地籍でも掘立

柱建物跡群が発見されている。 このように榎垣外遺跡は掘立柱建物跡群や、庶民の住宅 とは思わ

れないような出土遺物のある住居跡が発見されることか ら、官衙跡 とその周辺に広がる街の跡で

はないか と推測 されている。

このように遺跡の性格を知 るうえで、極 めて重要な発見例の集中しているのが山道端地籍であ

る。今回の調査は、駐車場敷地 による整地のため樹木の抜き取 りな どの掘削が行われることにな

り、遺跡の破壊が懸念 されることか ら試掘確認調査を行 った。

30号住居跡 住居跡 は方位の南北よりやや

東側に傾いた軸で、南北3.8m× 東西4.Om、

平面形は隅丸方形の住居跡である。掘 り込み

は5～10cmで それほど深 くはない。周溝は発

見されず、壁柱穴 もない。床は黄色砂礫層 を

掘 り込んでいるため貼 り床ではな く、全体に

踏み固められた程度の堅 さである。柱穴は2

カ所発見 され床面か らの深 さはそれぞれP

1は16cm、P2は23cmと 比較的浅い。P2の

周辺 は特に床面が堅 く叩き締め られている。

カマ ドは北側の壁、ほぼ中央 と思われる所に

床面が焼 けている箇所がある。袖石 と思われ

る礫 と若干の構築材が認められるが、カマ ド

の形状 を推測できるほどの残存はなく、焼土

の厚さは1.5cmほ どで厚 くはない.

31号住居跡 住居跡の軸は、やはり方位の

南北 よりやや東側に傾 き、平面形は隅丸方形

の住居跡である。壁 は北壁17cm、 西壁12cm、

南壁11cmの 掘 り込みが残る。周溝 は北側の壁

下に幅25cm、 長さ70cmの 溝が確認 されたが、

他の壁下からは発見 されていない。床面は全

体に堅 く踏み締 められているが、特に堅 く叩

き締めたようすはない。ピットは4カ 所発見

されたが柱穴 と思われるものは3カ 所である。

第5図 山道端地籍30号 住 居跡(1:60)

第6図 山道端地籍30号住居跡



カマ ドは確認された壁には構築 されていないた

め、調査区の外側に延びている東側の壁に構築

されていると推定 される。本祉は掘立柱建物跡

と重複 しているが、遺構の新旧関係は住居跡の

方が後から造られている。

32号住居跡 住居跡の平面形は隅丸方形でや

はり住居跡の軸がやや東 に傾 いている。壁は北

壁が17cm、 東壁7cm、 西壁4cmを 残し、確認で

きた3方 の壁下には周溝が掘 られている。深さ

は3～10cmと 安定 しないが、調査区外になる南

壁にも周溝が巡ると推定 される。周溝の中には

直径10～20cmの ピットが発見 され、 どの穴 も深

さは約20cmほ どであることか ら、共通の目的で

掘 られた穴 と推定 される。住居の壁の崩落 を防

ぐための施設であろうか。床面 は平 らで良 く踏

み堅められている。カマ ド周辺から東側に特に

堅 く叩き締めてある。床面検出において発見さ

れたピットは3カ 所あるが、柱穴 と考えられる

のはP1、P2で ある。柱穴の位置が北壁に近

いことから、本来4本 柱であり、他の2本 は誹

査区外に有るものと思われる。カ

マ ドは住居北壁の中央に構築 され

ている。カマ ドの袖石やそのほか

の構築材は抜 き去 られてお り床面

には袖石を埋め込んでいたと思わ

れる凹みが確認 された。火床面 は

床面 より5cmほ ど低 く掘 り込 まれ

ている。焼土は比較的厚 く、4cm

焼 けている。榎垣外遺跡から発見

される平安時代住居跡のカマ ドは

直線的に掘 られた壁に構築材 を押

し当てて構築する方法が多いが、

本肚のカマ ドは北壁の中央 をやや

外に張 り出 させた位置にカマ ドを

構築している。北壁の下に掘 られ 第9図

5

第7図 山道端地籍31号住居跡

第8図 山道端地籍31号 住居跡(160)

山道 端地籍32号 住 居跡(160)



た周溝 もカマ ドの張出部分で途切れそうな状態

になる。

29・33号 住居跡33号 住居跡は遺構のほとん

どが調査区の外になるため住居跡の約1/4の 面

積しか調査することができなかった。平面形は

隅丸方形 と思われ、壁は西壁が10cm、 南壁が10

cmで ある。周溝 は西壁下で幅20cm、 深さ4cmだ

が、南壁下では幅15cm、 深 さ2cm、 長 さ60cmの

短い溝が発見 されただけであ り、周溝は全ての

壁下に巡 るものではない。西壁下の周溝内には

32号住居跡 と同 じくピッ トが発見されたが、穴

の深 さは3～5cmで あまり深 くない。床は良 く

締 まり、堅 く明瞭に検出で きた。住居跡中央部

と思われるところに直径1m深 さ35cmの 摺鉢上

の穴が発見されたが、何の目的で掘 られたもの

か不明である。このほかには柱穴 らしいピット

は発見 されず、屋内に柱穴 を持たない理山と、

この穴が関係するのであろ

うか。カマ ドは調査範囲内

では発見されないため、調

査区外にあると思われる。

29号住居跡は遺構確認の

ため耕作土層を掘 り進める

と若干の土師器杯破片等が

出± した。またカマ ドの構

築材 とも思われる灰褐色の

土や焼土粒子が散っている

箇所がありカマ ドではない

か と思われたが、火床面や

袖石などは発見されなかっ

た。また床面や柱穴 も発見

することができず、住居跡

であると断言することはで

きない。

34号住居跡 本祉は方位

第10図 山道端地籍32号住居跡

第11図 山道端地籍34号住居跡

第12図 山道端地籍34号 住居跡(1:60)
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の南北軸 よりやや東側に傾 き、平面形は隅丸方

形である。壁は北壁20cm、 西壁7cm、 南壁7cm、

東壁16cmで ある。周溝 は西壁から北壁の途中ま

でにつながる。床は北壁か ら住居中央 よりやや

南側 まで広が り、カマ ドの焚 き口か ら住居中央

に貼 り床された部分が確認で きた。カマ ドは東

壁中央に構築 されているが、袖石などは抜き去

られているため発見できない。火床面にはほと

んど焼土は残っていない。

掘立柱建物跡 本吐はほぼ南北に建てられた

第13図 山道端地籍掘立柱建物跡

掘立柱建物跡である。2問 ×2問 以上の建物跡 と考えられる。柱穴の深 さは遺構検出面が低いた

め本来の掘 り込みよりかな り浅い。

第14図 山道端地籍掘立柱建物跡(1:60)
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第15図 山道端地籍29号住居跡出土土師器

第17図 山道端地籍31号住居跡出土遺物

第19図 山道端地籍33号住居跡出土須恵器

第21図 山道端地籍34号住居跡出土土師器

第16図 山道端地籍30号住居跡出土須恵器

第18図 山道端地籍32号住居跡出土土師器

第20図 山道端地籍34号住居跡出土灰粕陶器

第22図 山道端地籍34号住居跡出土緑粕陶器



3.榎 垣 外 遺 跡 ・十 王 堂 地 籍

発掘調査の場所 岡谷市長地字十王堂3608-1

発掘調査の期間 平成9年5月29日 ～6月16日

調査の原因 宅地造成

調査面積62.7㎡

発見された遺構 奈良時代住居跡1棟 小竪穴1基

発見 された遺物 須恵器杯3須 恵器杯蓋1土 師器甕3

刀子1凹 石1土 器片 ・石片4箱

今回の調査では、始めに トレンチを6カ 所設定 して掘 り進

めを行 った。そのうち1カ 所からは土師器破片が多数出土 し

たため住居跡の覆土であることが予想 され、 トレンチの拡張

第23図 十王堂地籍1号 住居跡

第24図 榎垣外遺跡十王堂地籍1号 住居跡(1:100)
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を行ったところ、地表下約80cmの 黄色砂礫層から

住居跡の北側3分 の1部 分が検出 された。住居跡

の大きさを確認するため、北壁の長 さから住居跡

の南北の長さを推測し、新たに2カ 所の トレンチ

を設定して調査 した結果、南東 コーナー ・南西コ

ーナーも発見された。

1号 住居跡 遺構検出面か ら床面までの掘 り込

みは約10cmで 、平面形は東西10.5m× 南北10.2m1

の隅丸方形の大型の住居跡である。周溝は全体 に

め ぐると思われ、幅16～32cm、 床面 か らの深 さ

10～15cmで ある。出入口は確認で きなかった。

カマ ドは住居の北壁中央に位畳 している。天井

は完全に崩落:し、袖石は東袖 に3個 、西袖に6個

残存 していた。崩落 した構築材 を取 り去 ると、袖

第25図 十王堂地籍1号 住居跡南東コーナー

第26図 十王堂地籍1号 住居跡南西コーナー

第27図 榎 垣外遺跡十王堂地籍1号 住居跡 カマ ド平面図(1:20)
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の端か ら端 までのカマ ド幅 は東西約150cm

にな り、住居の外に向って煙道に続 く張 り

出し部分が確認された。火床面は赤 くよ く

焼けていて、長期間使用されていたことが

うかがわれる。焚 き口から約45cm奥 に入っ

たところに20cmの 間隔で支脚石が東西に2

本並べて据 えられており、それぞれに土師

器甕の底部 を被せてあった。底部には粘土

が詰めてあ り、動かないようにしっか り固

定 してあった。火床面を掘 り下げてセクシ

ョンを観察すると、火床面から4～6cm続

く焼土の下に焼 けていない黄色十が約2cm

問層 としてあり、その下層に少し色の薄い

焼土が約7cm続 いていた。 これは古い火床

面の上に床を貼 り、新 しいカマ ドにつ くり

かえた ものであると考えられる。

床は住居跡北側の西寄 り3分 の2ほ どの

範囲で確認された。カマ ド周辺 は、カマ ド

をつ くりかえたときに床 も貼 り直したらし

く、床が2枚 になっていた。古い床は堅 く

叩きしめてあり、新 しい床は焼土混 じりの

構築材で1～2cmの 厚さに貼床 してある。

住居跡 北東 コー ナー付 近 に も構 築材 を叩 き

堅 めてあ る部分が あ り、 これ を剥がす と約

13cmの 深 さの ピッ トが検 出 された。 カマ ド

のつ くりか えの際 に不 要 な穴 を埋 めた もの

と思 われ る。柱穴 について は、北 東 コーナ

ー の 内側 約1 .5mに 、 径約40cm、 深 さ約40

Cmの ピ ッ トが検出 された。柱穴 とお もわ れ

るが、 その他の柱穴 は不明で あ る。遺物 は

カマ ド東側 か ら集 中 して出土 してお り、土

第28図 十王堂地籍1号 住居跡カマ ド

第29図 十王堂地籍1号 住居跡カマド

第30図 十王堂地籍1号 住居跡カマ ドセクション

師器甕の破片がほとんどである。本肚は出土遺物か ら8世 紀前半期の住居跡 と思われる。

小竪穴は住居跡北東 コーナーを切 る長方形の穴1基 を検出したが、遺物がないため住居跡 より

新しい遺構であること以外詳細は不明である。
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4.榎 垣 外 遺 跡 ・下 片 間 町 地 籍

発掘調査の場所 岡谷市長地字下片間町2374-1

発掘調査の期間 平成9年11月6日 ～12月20日

調査原因 駐車場建設

調査面積170.0㎡

発見 された遺構 平安時代住居跡4

縄文時代住居跡2

掘立柱建物跡2

今回試掘調査を行った榎垣外遺跡下片問町地籍

第31図 下片問町地籍遺構検出状態

は、平成元年の調査で掘立柱建物跡群が発見 された場所に隣接 しており、全体の大 きさが不明 と

なっていた建物跡2棟 の続 きの発見が期待 された。検出面は地表か ら約50cm下 がったところで、

形状か ら掘立柱建物跡の柱穴 と推測 される小竪穴が全部で10基 が確認 され、前回調査の図面 と照

らしあわせたところ、調査区東端から並んで発見 された6基 が未発見 となっていた建物跡の柱穴

第32図 榎 垣外遺跡下片間町地籍遺構検出状態全体図(1:120)
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であることが確認された。

その他の遺構 に関 しては、検出面での遺構の形状 と上面出土の十器片から、縄文時代住居跡 と

平安時代住居跡であることがわか った。

第33図 下片問町地籍遺構検出状態(調査区北半分)

第34図 下 片間町地籍遺構検出状態(調 査区南半分)

1J



報 告 書 抄 録

ふ り が な

書 名

副 書 名

巻 次

シ リー ズ名

。シリーズ番号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 年 月 日

えのきがいと

榎垣外遺跡発掘調査報告書(概 報)

平成9年 度 榎垣外遺跡ほか岡谷市内遺跡発掘調査報告書

長野県岡谷市教育委員会

長野県岡谷市教育委員会

〒394-8510長 野県岡谷市幸町8-1TELO266-23-4811

西暦1998年3月19日

ふ りが な

所収遺跡名

えのき がい と

榎 垣 外

えのき がい と

榎 垣 外

えのき がい と

榎 垣 外

ふ り が な

所 在 地

なが の けんおか や し

長野県岡谷市
お さ ちあざやまみちばた

長地字山道端

おか や し お さち

岡谷市長地
あざじゆうおうどう

字十王堂

筒各帝灘
あざしもかた まちよう

字下片間町

コー ド1

市町村

20204

120204

20204

,● 北 縫

i遺跡番号

13336度

4分

29秒

13636度

4分

41秒

i・33136度

4分

33秒

東経

138度

3分

46秒

138度

4分

28秒

138度

3分

41秒

調査期間

19970416

～

19970523

19970529

ti

19970616

19971106

～

19971220

1調査面積

m2

222.6

62.7

170.0

調 査 原 因

駐車場建設

宅地造成

駐車場建設

所収遺跡名

榎 垣 外

榎 垣 外

榎 垣 外

種 別

集 落

集 落

集 落

主な時代

平 安

奈 良

平 安

主 な 遺 構

竪穴住居6棟

掘立柱建物跡1

竪穴住居1

竪穴住居6

掘立柱建物跡3

主 な 遺 物

緑粕陶器皿1、 丸靹1

須恵器杯2

特 記 事 項

14一



/


